
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

吹
田
で
公
契
約
条
例
制
定
運
動
を
始
め
よ
う 

吹
田
労
働
組
合
総
連
合
主
催

の
春
闘
学
習
会
が
吹
田
市
立
勤

労
者
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吹
田
市
内
の
労
働
組
合
や
民
主

団
体
か
ら
23
名
、
う
ち
吹
田
民

商
か
ら
は
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
自
治
労
連
中
央
執
行
委
員

の
久
保 

貴
裕
さ
ん
に
『「
公
契

約
条
例
」
を
ど
う
や
っ
て
実
現

す
る
か
』
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

久
保
さ
ん
は
条
例
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
、
労

働
者
は
賃
金
が
保
障
さ
れ
働
く

意
欲
が
高
ま
る
こ
と
で
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
業
務
を
受

注
す
る
事
業
者
も
従
業
員
の
生
活
が
安
定
す
る
こ
と
で
人
材
の
確

保
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
自
治
体
も
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
な

く
な
り
、
税
金
を
払
え
る
労
働
者
が
増
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
安
定
す
る
と
し
て
、
発
注
者
、
受
注
者
、
労

働
者
の
「
三
方
よ
し
」
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
条
例
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
つ
く
る
ま
で
の

道
筋
と
し
て
労
働
者
だ
け
で
な
く
事
業
者
や
、
住
民
、
行
政
、
議
会

な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
全
て
の
人
や
団
体
と
の
対
話
と
合

意
を
大
切
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
4
名
か
ら
吹
田
市
の
官
公
需
の
実
態
に
つ
い
て
事
例
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

水
道
労
組
の
北
野
さ
ん
は
年
間
の
発
注
件
数
や
設
計
か
ら
発
注

ま
で
の
流
れ
を
参
加
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら
、
30
年
働

い
て
い
て
ど
の
業
者
も
大
き
く
な
っ
て
い
な
い
、
受
注
業
者
か
ら
も

「
書
類
は
多
く
て
、
仕
事
の
期
限
は
決
め
ら
れ
て
手
間
ば
か
り
で
儲

か
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

民
商
か
ら
は
西
尾
常
務
理
事
が
吹
田
市
の
造
園
業
務
の
ダ
ン
ピ

ン
グ
対
策
や
市
内
業
者
の
受
注
機
会
確
保
を
吹
田
市
産
業
振
興
条

例
や
国
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
策
に
基
づ
い
て
改
善
し
た
運
動
を
事

例
と
し
て
報
告
し
ま
し
た
。 

さ
つ
き
福
祉
会
の
山
口
さ
ん
か
ら
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
、

障
が
い
者
施
設
な
ど
働
く
労
働
者
の
実
態
と
し
て
、
営
利
法
人
と
社

会
福
祉
法
人
で
委
託
費
に
係
る
人
件
費
の
割
合
が
社
会
福
祉
法
人

で
60
％
～
80
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
営
利
法
人
だ
と
50
％
と
大
き

く
開
い
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

市
会
議
員
の
上
垣
さ
ん
は
、
夜
間
の
学
校
警
備
業
務
の
労
働
者
か

ら
の
相
談
事
例
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
入
札
で
委
託
業
者
が
変
わ
る

た
び
に
、
雇
用
は
継
続
さ
れ
て
も
日
給
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
実
態
や
、

議
会
で
は
財
政
総
務
委
員
会
が
川
崎
市
へ
視
察
に
行
く
な
ど
動
き

も
あ
る
中
、
行
政
は
前
向
き
と
は
言
え
な
い
状
況
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。 

 

吹
田
労
連
は
こ
れ
か
ら
「
雇
用
と
地
域
経
済
を
考
え
る
市
民
懇
話

会
」
の
結
成
準
備
を
進
め
、
発
注
者
・
事
業
者
・
労
働
者
が
手
を
取

り
合
っ
て
よ
り
良
い
条
例
制
定
を
目
指
す
運
動
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。 

国
保
室
の
堀
室
長
が
定
年
退
職 

住
民
へ
の
温
か
な
対
応
に
感
謝 

国
保
料
の
減
免
や
保
険
料
の
滞
納
相
談
等
で
、
長
年
に
わ
た
り
、

お
世
話
に
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
室
の
室
長
を
務
め
ら
れ
た
堀
さ

ん
が
3
月
31
日
で
吹
田
市
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
吹
田
市
の

国
保
行
政
は
、
こ
こ
10
年
近
く
は
、
保
険
料
の
連
続
値
上
げ
、
徴
収

の
強
化
な
ど
、
私
た
ち
住
民
と
対
立
す
る
よ
う
な
こ
と
も
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
国
保
室
の
皆
さ
ん
は
、
住
民
の
意
見
を
よ
く

聞
き
、
改
善
す
る
べ
き
点
は
改
善
し
、
弱
者
救
済
の
視
点
を
忘
れ
ず

に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
接
し
て
き
ま
し
た
。
堀
さ
ん
は
、
理
論
面
で

も
、
実
践
面
で
も
、
い
つ
も
そ
の
中
心
に
い
た
方
で
す
。
堀
さ
ん
の

温
か
い
人
柄
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
住
民
は
沢
山
い
ま
す
。
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

伝
言
板 

記
帳
講
習
会 

第
１
回 

４
月
６
日
（
木
）
夜
７
時 

2
年
後
の
消
費
税
増
税
で
複
数
税
率
に
な
る
の
と
同
時
に
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら
対

応
で
き
る
記
帳
の
仕
方
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
申
告
や
税
務
調
査

で
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
学
習
会
で
は
、
第
１
回
は
記
帳
の
基

本
を
行
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
記
帳
を
ご
希
望
の
方
は
必
ず
ご
参
加
下

さ
い
。 

パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
習 

第
２
回 

４
月
20
日
（
木
）
夜
７
時 

第
３
回 

４
月
27
日
（
木
）
夜
７
時 

 

第
２
回
目
と
第
３
回
目
は
「
弥
生
会
計
」
を
使
っ
て
の
パ
ソ
コ
ン

記
帳
の
講
習
を
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま
す
。 

会
場
は
い
ず
れ
も
民
商
会
館
で
す
。 

※ 

第
１
回
目
の
記
帳
学
習
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
基
本
を
学
習

し
た
上
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

法
人
部
会 

税
金
を
め
ぐ
る
情
勢
の
学
習
会 

4
月
10
日
（
月
）
朝
10
時 

4
月
11
日
（
火
）
昼
1
時
30
分 

4
月
12
日
（
水
）
夜
7
時 

会
場
は
ど
ち
ら
も
民
商
会
館
で
す
。 

※
禰
屋
裁
判
の
判
決
の
内
容
、
国
税
通
則
法
改
悪
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
内
容
な
ど
。 

 

労
働
保
険
年
度
更
新
相
談
会 

４
月
17
日
（
月
）
昼
２
時
と
夜
７
時 

４
月
19
日
（
水
）
夜
７
時 

４
月
21
日
（
金
）
昼
2
時 

場
所
は
ど
ち
ら
も
民
商
会
館 

※
認
印
（
会
社
の
場
合
は
代
表
者
印
）・
労
働
者
名
簿
を
記
入
し
て

ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
建
設
業
の
方
は
元
請
工
事
の
金
額
を
記
入

し
て
き
て
下
さ
い
。 

 

４
・
21
春
の
憲
法
学
習
会 

戦
争
法
廃
止
発
動
ス
ト
ッ
プ
！
共
謀
罪
法
案
提
出
阻
止
！ 

4
月
21
日
（
金
）
夜
6
時
30
分 

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館 

講
師 

名
古
屋
大
学
大
学
院
准
教
授 

日
比 

嘉
高
さ
ん 


